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第45回 館林市小学校水泳教室記録会
令和6年7月30日（火）、城沼市民プールにて「第45回館林市小学校水泳教室記録会」が開催されま

した。美園小学校からも、学校を代表し、多数の選手が出場しました。参加した選手の皆さんは、標準
記録突破やベストタイム更新を目指し、大活躍することができました。中でも、○○さん（個人情報保
護のため省略）は標準記録を超え、8月7日開催の県大会出場を果たしました。
美園小代表として出場した選手の皆さん、本当に見事でした。感動をありがとう！
保護者の皆様も、猛暑の中、送迎・応援とたいへんお世話になりました。ありがとうございました。

市大会出場者は、以下のとおりです。
※個人名は、個人情報保護のため省略

【50m自由形（男子）】 【50m自由形（女子）】 【50m平泳ぎ（男子）】【50m平泳ぎ（女子）】

【50mバタフライ（男子）】【50m背泳ぎ（男子）】【50m背泳ぎ（女子）】【友好レース（女子）】

【200mメドレーリレー（男子）】【200mメドレーリレー（女子）】

【200mリレー（男子）】【200mリレー（女子）】

自ら学びを調整すること
夏休みの宿題に「理科自由研究」があります。日頃、身の回りの自然や現象に対する素朴な疑問

から、理科の学習で学んだ観察・実験方法を生かして、自分なりに予想を立て、観察や実験を行い、
考察します。こうした自由研究は、自ら考え、調べ、結論をまとめるという、まさに「自ら学びを
調整している」姿です。こうした自由研究は、夏休みのような長い時間を掛けることができる際の
学びです。
では、日頃の「自ら学びを調整している」学びとは？
それは、やはり「自主学習」です。宿題は担任の先生から指示されることが多い

ですが、自主学習では、「今日の授業で学んだことを生かしてさらに調べよう」
「授業で学んだことをさらに復習しよう」「授業で生まれた疑問を端末を使って
調べよう」「明日の授業の予習をしておこう」など、自分ですべきことを考え、
学びます。この自分で必要なことは何か考えることに価値があります。

社会に出て仕事をするとき、はじめは指示通りに動くことが大切かもしれませんが、次第に指示
を受けて動くだけでは不十分となります。自ら考え、新たなアイデアや企画を生み出すことが求め
られるようになります。そんな未来に向け、今子どもたちが「自ら学びを調整する」ことが大切だ
と考えます。ご家庭でも、自主学習に取り組めるようご指導いただきたいと思います。



今年も、10月12日（土）に「美園小学校運動会！」が開催されます。
保護者の皆様も、子どもたちの活躍を見ることが待ち遠しいことと思います。
子どもたちの懸命な走りや演技に、応援よろしくお願いします。

今年度の運動会では、「防災」に係る種目として「防災バケツリレー」を
実施します。この種目は、地球団、太陽団、月団それぞれ団ごとに列を作り、
バケツリレーをします。防災ですから、バケツの中身は本来「水」でしょうが、
運動会ですので水の代わりに「玉入れの球」をリレーします。
この列に、保護者や地域の方々にも混ざっていただき、一緒にバケツリレーを行うことで、児

童・保護者・地域の皆で「防災」の意識を高め、いざというときに「共助」の力を発揮するきっか
けとしたい考えです。
お子さんの応援に加え、「防災バケツリレー」に一緒に参加していただき、共に運動会を盛り上

げていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

※参加人数が多数の場合には、申し訳ありませんが、人数調整させていただくことも予めご了承く
ださい。

2学期は、子どもたちも楽しみにしている「校外学習・修学旅行」があります。
5年生の林間学校、6年生の修学旅行にむけては、事前の説明会も予定されていますので、保護者の
皆様のご参加、よろしくお願いします。

校外学習や修学旅行は、一年の学校生活の中でも最も思い出深いものだと思います。どの子も、
元気に笑顔で参加できるように、日頃からの体調管理に努めていただくようお願いします。なお、
校外学習・修学旅行の持ち物準備につきましては、ぜひお子さん自身がするようお声掛け願います。
ちょっとしたことではありますが、こうした準備も子どもなりに考えることが、冒頭でお伝えした
「自ら学びを調整する」ことにも繋がるのだと思います。ご家庭でのご指導、よろしくお願いしま
す。

令和６年度 運動会！！

館林地区青少年赤十字
リーダーシップトレーニングセンター

夏休みはじめの７月２６日（金）、館林市総合福祉センターにて「館林地区青少年赤十字(JRC)ト
レーニングセンター（通称トレセン）」が実施されました。
このトレセンは、「自ら進んで行動し、学校や地域社会でリーダーになれる子どもたちを育て

る」ことが目的です。市内各校の児童や各校のJRC担当の先生、日本赤十字社群馬支部の職員の方な
どが集まって実施されました。美園小学校からは○○先生、○○さん（６年）、○○さん（５年）
が参加しました。
参加した子どもたちは、目的達成に向け、

「仲間作りエクササイズ」や「防災ワークショップ（水害とその対応、
避難所でできること）」、「炊き出し体験」などを行いました。

リーダーシップトレーニングセンターの「リーダーシップ」とは、
目的や成果のために様々な場面でそれぞれが考え動く力であり、
みんなが持つべき「気づき、考え、実行する力」のこと。
まさにJRCの精神です。
トレセンに参加した○○さん、○○さんはもちろんのこと、

美園小の子たちが「気づき、考え、実行する」力を高めていけることを期待しています。

校外学習・修学旅行に向けて


